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指定管理者による公の施設の管理運営状況 

令和３（2021）年度  

施設名 栃木県とちぎわんぱく公園 

施設所管課 県土整備部都市整備課 

指定管理者 とちぎわんぱく公園指定管理グループ 

・公益財団法人栃木県民公園福祉協会（法人番号 9060005007605） 

・栃木県公園事業協同組合（法人番号 5060005007682） 

指定期間 平成 31（2019）年４月１日 ～ 令和６（2024）年３月 31 日 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 下都賀郡壬生町大字国谷２２７３ 

施設の概要 

 

 

 

 

①指定管理者による管理面積 ３７．２ｈａ 

②主要な施設 

 ふしぎの船、こどもの城、ぱなぱなのまち、なかよし農園、カヌーの家、 

 虹の広場、たぬきのめいろ、はてなの広場、夢花壇、冒険の湖、 

 トンボの池、風の原っぱ、りんご並木 等 

業務内容 

 

 

①公園の維持管理に関する業務 

②有料公園施設の利用の許可に関する業務 

③公園の運営に関する業務 

 

２ 収支の状況 

 令和３（2021）年度                                                        （千円） 

収入  支出 

指
定
管
理 

※2 

 指定管理料 １２５，７００  

 

 

 

 

指
定
管
理 

※2 

 事業費 １７，９２４ 

 利用料金収入 ３，９９０  管理運営費 ６８，２８１ 

 その他収入※１ ２，２８４  人件費 ４０，０４１ 

   その他支出※１ ７，９３８ 

 合計 １３１，９７４  合計 １３４，１８４ 

指定管理業務収支差額① ▲２，２１０   

自主事業 ４８，６１１  自主事業 ４７，３０６ 

自主事業収支差額② １，３０５   

収支差額（①＋②） ▲９０５   

備考（※1 その他収入の主なものを記載） 
・負担金     ３９８千円 
・利息        １千円 
・雑収入   １，８８５千円 

 

 

 

備考（※1 その他支出の主なものを記載） 
・租税公課費    ７，９３８千円 

 ※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

 令和２（2020）年度（前年度）                                               （千円） 

 収入  支出 

指
定
管
理 

※2 

 指定管理料 １２５，７００  

 

 

 

 

指
定
管
理 

※2 

 事業費 １７，２１９ 

 利用料金収入 ２，４４２  管理運営費 ６４，２９７ 

 その他収入※１ ２，０５８  人件費 ４２，４０２ 

   その他支出※１ ８，１６１ 

 合計 １３０，２００  合計 １３２，０７９ 

指定管理業務収支差額① ▲１，８７９   

自主事業 ３１，０７９  自主事業 ２９，７０８ 

自主事業収支差額② １，３７１   

収支差額（①＋②） ▲５０８   

備考（※1 その他収入の主なものを記載）  備考（※1 その他支出の主なものを記載） 
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・負担金     ２９６千円 
・利息        １千円 
・雑収入   １，７６１千円 

 

 

・租税公課費    ８，１６１千円 

 ※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

３ 利用状況 

 令和２（2020）年度 

（前年度） 

令和３（2021）年度 

 

公園利用者 ５６５，２８１人 ６９３，９３２人 

 

施 設 名（利用料金施設） 令和２（2020）年度 

（前年度） 

令和３（2021）年度 

 

ふしぎの船 １８，６７６人 ３０，３８０人 

 

施 設 名 令和２（2020）年度 

（前年度） 

令和３（2021）年度 

 

体験学習施設 

 

催し物回数 

（延べ人数） 

１１６回 

（２，１８０人） 

１２４回 

（８，９２６人） 

 

 

４ サービス向上に向けた取組 

(1)基本テーマに基づいた管理運営 

 ・新型コロナウイルス感染拡大によるまん延防止等重点措置や県版緊急事態宣言がとられ、中止

や延期するプログラムが出た。そのような状況の中でも感染状況が落ち着いた時期には、検温、

参加人数の制限、マスクの着用、手指の消毒など新型コロナウイルス感染防止対策を徹底しな

がら、「自然体験」や「農業体験」等のプログラムを企画し、子供たちが主体となって実践し、

協力し合い喜びや感動を分かち合う活動ができた。 

・プログラムの実施にあたっては、専門家や地域で活動しているボランティア団体等の協力に  

より、質の高いプログラムを提供することができた。また、講師の方々にも参加者同様の新型

コロナウイルス感染拡大防止対策を徹底してもらい、安全にプログラムが実施できるよう配慮

した。 

(2)利用者満足度を高める管理運営 

・車椅子、ベビーカー、着替え用の子供服、靴、傘を無料で貸し出した。車椅子、ベビーカー、傘

の貸し出しの際は、前後に消毒を行い新型コロナウイルス感染拡大の防止にも配慮した。 

・シンボル花壇である「夢花壇」は、ガーデンデザイナーに設計を依頼し、季節感、色合い、品質

に重点を置いて修景を行った。 

・春には通常の 7,500 ㎡の花畑に 3,500 ㎡を加えた合計 11,000 ㎡に、約 150 万本のセントーレ

アを咲かせて集客を図った。秋には約 25 万本のコスモスを咲かせ、訪れる方の目を楽しませ

た。また、一面の花を楽しんでいただけるように、花畑の中央に花見台を設置した。 

・平日の余暇を有効活用してもらうことを目的に、新型コロナウイルス感染防止対策を徹底しな

がら、大人向けの陶芸教室、和紙ちぎり絵教室などを実施した。 

・こいのぼり飾り、七夕飾り、クイズラリーなど、利用者が参加できるイベントを実施した。 

・ハロウィンイベントや新年の書道作品展示、雛段飾りなど季節ごとのイベントを、新型コロナ

ウイルス感染防止を考慮しながら、どのようにすれば実施可能かを検討して開催した。 

・12 月に虹の広場を電飾で飾るとともに、電飾トレインを走らせるクリスマスイルミネーション

を開催して、幻想的な夜の公園を演出した。 

・休日には新型コロナウイルス感染防止対策を徹底することで、わんぱくトレインの運行、遊具、  

縁日を実施し、遊びのアイテムを増やした。 

・土日にはキッチンカーを出店して、利用者の食に対するニーズに応えた。 

・ＳＮＳを活用して、新型コロナウイルスに関する施設の開放状況、見ごろの花情報など、旬な
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情報や公園の魅力を発信した。 

・ふしぎの船のシニア料金の設定やポイントカードの発行、消防団員や高齢者運転免許証返納者

への割引などにより、高齢者やリピーターが利用しやすいようにした。 

・こどもの城の旧レストランを無料休憩所として開放することで、屋内で食事（お弁当）が   

とれる場所を増やした。 

・ふしぎの船では、５月に累計入館者数が 100 万人に達した。100 万人目の入館者（前後含む）に

記念品を贈呈して、達成をお祝いした。なお、事前にマスコミ各社へ情報を提供することで、当

日は多くのマスコミが取材に訪れ、広報にもつながった。 

・７月に飼育しているヤギが亡くなったために、新たに双子のヤギを迎え入れ、来園者に生き物

とふれあうことで、命の尊さを学ぶ機会を提供した。 

・各施設の入口に消毒液の設置、施設閉館後の消毒作業、コロナ禍での講座のあり方などを徹底

して、公園内施設を安全に利用できるよう努めた。 

(3)自然環境を保護・保全する管理運営 

・昆虫や野鳥が生息するための環境整備に努め、子供たちの体験プログラムにつなげた。 

・枝払いや間伐を適切に行い、樹林地の保全に努めた。 

・リンゴやサルスベリ、果樹の剪定を冬に行い、次年度にきれいな花を咲かせられるような管理

を行った。 

・リンゴの老木化が進み、リンゴの実の収穫量が減ってきているために、22 本の更新を行った。 

(4)地域活動拠点として地域とともに生きる公園づくり 

・「愛パークとちぎ事業」や「私たちの花壇事業」を推進し、地域住民や企業等が継続的に環境美

化に取り組めるよう支援した。 

・新型コロナウイルスの感染状況を見ながら、公園の管理作業や体験プログラムの講師として   

公園ボランティアの協力を得て実施した。 

・とちぎグリーンフェスタでは、地元小学校や緑化団体の協力を得ながら、会場修景やイベント

を行っている。 

・みぶハイウェーパーク協力の下、「トマトのマルシェ」を開催して、壬生町の特産品であるトマ

トを広く紹介した。 

・ヤギを迎え入れた際、広く一般公募により愛称を決定した。また、愛称の発表は、地元の幼稚園

児に協力していただいて行った。 

・秋の「かかしまつり」では、地元幼稚園、保育園、小学校（学童）、中学校に作品を出展してい

ただき、リンゴの収穫を願った。 

・新型コロナウイルスの影響でイベントができずに配布しきれなかったリンゴについて、新型 

コロナウイルスの対応に当たられている地元の医療機関へ感謝を込めて提供した。 

・ひな飾り展示では、地元特産品の「かんぴょう（ふくべ）」を使ったお内裏様とお雛様を用意し

て、みぶハイウェーパークと公園内に飾り、地域の活性化を図った。 

(5)効率的・安定性のある管理運営 

・ご意見箱、電話、メールなどにより利用者の意見を受け付けた。 

・苦情内容を全従業員に周知徹底し、原因究明と再発防止に向けて取り組んだ。 

・公園管理運営士など公園管理運営技術に関する有資格者を配置した。 

・災害発生時のマニュアルを作成し、来園者の避難誘導、非常時のエレベーター救出等の訓練を

実施することにより安全確保に努めた。 

・巡回による安全確保と防犯を徹底した。 

・危険性が予想される箇所の把握、潜在的な危険を把握し、スタッフ全員に周知徹底した。 

・一括契約、一括購入により経費節減を図った。 

・朝礼時において、連絡、注意事項、笑顔の徹底を図った。 

・植栽管理等において指定管理グループとして、大型機械や大人数による短期集中の一括管理を

行い、作業の効率化を図った。 

・管理作業マニュアルを作成し、管理作業に携わる全従業員に安全教育を行った。 

・遊具は毎日の日常点検をはじめ、月１回の定期点検、年１回の専門業者による総合点検を行い、

安全性を確認している。 
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・新型コロナウイルスの感染拡大を防止するために、催し物の中止、施設の感染防止対策の徹底、

利用者への注意喚起などを行った。 

・従業員から新型コロナウイルスの感染者が出たが、職場の消毒、濃厚接触者の確認など、適切

な対応を行うことで感染を広げずに、管理に支障をきたすことなく運営できた。 

(6)施設利用提供の実施計画 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、栃木県と密に連携を取りながら、施設の閉鎖・開放、

講座の開催・中止、施設の入館者数制限などを行った。 

・有料公園施設については、繁忙期に休業日を設けずに営業した。 

・人が密になり、新型コロナウイルス感染防止対策が難しい施設であるボールプールや、乳幼児

が這って移動するキッズルームは閉鎖、係員が消毒できる場所、手指の消毒に協力いただける

場所は開放するなど、メリハリのある施設提供を行った。 

 

５ 利用者意見への対応 

 利用者意見の把握方法 

・管理事務所に意見箱を常時設置し、ご意見票を回収 

    回収件数   １３６件 

主なご意見票の項目 良い 良い方 あまり良くない 悪い 

 

公園内はきれいでしたか 

 

公園の管理状況はいかがでしたか 

 

花壇や樹木などの植物の管理状態は

いかがでしたか 

 

スタッフの対応はいかがでしたか 

 

 

５５．８％ 

 

５０．０％ 

 

６６．４％ 

 

 

６１．７％ 

 

 

３３．６％ 

 

４２．０％ 

 

３０．０％ 

 

 

３６．５％ 

 

 

８．８％ 

 

６．２％ 

 

３．６％ 

 

 

０．９％ 

 

 

１．８％ 

 

１．８％ 

 

０．０％ 

 

 

０．９％ 

 

・ホームページで意見を受付 

・ボランティア団体意見交換会を開催し、意見・要望を聞き取り 

・とちぎわんぱく公園連絡協議会を開催し、意見・要望を聞き取り 

 主な利用者意見（苦情・要望）  対 応 

・花壇の花の名前が分からないので名札をつけ

ていただきたい。 

・南口からふしぎの船に行く途中にあづまやが

あり、時折休憩するが、残念ながらボート乗り

場の建物が見えない。現場を確認のうえ、是非、

下枝を切ってほしい。 

・ご指摘を受け、夢花壇の入り口に主な花名の一覧

を掲示した。 

・該当の下枝については、速やかに伐採した。 

 主な利用者意見（積極的評価） 

・また、ぜひ来たい。ふしぎの船がおもしろかった。 

・わんぱく公園はたくさんイベントがあって楽しい。遊具や花壇などもとても良く管理されていて

スタッフの方の対応も良かった。 
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６ 指定管理者による自己評価 

 成果のあった取組・積極的に取り組んだ事項・利用者満足度向上への取組 

・ホームページやＳＮＳで、新型コロナウイルスに関する施設の閉鎖状況、催し物の開催状況、花

の開花情報をはじめ旬な情報を掲載した。 

・公園ボランティアに花壇の植替え作業等に参加してもらい、適切な時期に効率的に作業を進める

ことができた。 

・大人向けの体験プログラムを実施し、平日における施設の有効活用と参加者の生きがいづくり、

交流を図ることができた。 

・新型コロナウイルスの感染状況に応じながら、体験プログラム、季節イベント等を実施し、利用

者に楽しんでもらった。 

・春はセントーレア、秋にコスモスの花畑をそれぞれ整備して、お客様に季節の花を楽しんでいた

だいた。 

・公園内に電飾を飾ってクリスマスイルミネーションを行い、土日には電飾トレインを走らせて、  

夜の公園を楽しんでいただいた。 

・マスコミ、フリーペーパー、情報誌など広く情報を発信し、公園のＰＲに努めた。 

・リンゴの受粉、摘果、剪定、薬剤散布、施肥を適宜行い、リンゴを収穫することができた。 

・老木化が進んでいるリンゴの木について、将来多くのリンゴが収穫できるように更新した。 

・作業機械の取り扱い講習を従業員に受講させ安全教育、スキルアップを図った。 

・公園内の巡回や施設の日常点検を行い、危険箇所、不具合箇所を早期発見し、迅速に対応した。 

・地域と連携した公園管理・運営やイベントなどを実施した。 

・園内施設の修繕については、利用者への影響を最小限に抑えるため、優先順位及び実施時期を考

慮し工事を実施した。 

・ふしぎの船のシニア料金の設定、ポイントカードの発行、消防団員や高齢者運転免許証返納者へ

の割引などにより、高齢者やリピーターがより利用しやすいように配慮した。 

・ふしぎの船入館者が 100 万人に達したことを記念して、100 万人目の入館者に記念品を贈呈する

とともに、マスコミ各社へ情報を提供して広報にも努めた。 

・園内レストランは減ってしまったが、来園者が多く見込まれる時間帯にキッチンカーを出店する

ことで、利用者のニーズに応えた。 

・７月に飼っていたヤギが亡くなったが、ヤギとのふれあいを通して生き物のぬくもりを感じ、「や

さしさ」を育み、生命の大切さについて考える機会を子どもたちに与えるために、新たなヤギ２

頭を迎え入れた。 

・栃木県と連携しながら、新型コロナウイルス感染防止対策を徹底した。 

 地域との連携を推進し、地域活性化に向けた取組 ※指定管理者が独自に設定  

・「愛パークとちぎ事業」や「私たちの花壇事業」を推進し、地域住民や企業等が継続的に環境美化

に取り組めるよう支援した。 

・みぶハイウェーパークの協力を得ながら「トマトのマルシェ」を開催して、壬生町の特産品であ

るトマトのＰＲを行った。 

・秋の「かかしまつり」では、地元幼稚園、保育園、小学校（学童）、中学校に作品を出展していた

だき、リンゴの収穫を願った。 

・とちぎグリーンフェスタでは、花や緑に関心を持つきっかけづくりとして、地元の小学生による

寄せ植えづくりを行い、公園内に飾って多くの来園者に見ていただいた。 

・新型コロナウイルスの影響でイベントができずに配布しきれなかったリンゴやお米について、新

型コロナウイルスの対応に当たられている地元の医療従事者へ感謝を込めて提供した。 

・新たに迎え入れたヤギの愛称発表の際は、地元の幼稚園児を招待して発表をしていただいた。ま

た、ヤギとのふれあいを通して、生き物のぬくもりを感じ、「やさしさ」を育んだ。 

・みぶハイウェーパークと協働で、地元の特産品であるかんぴょう（ふくべ）を使ったお雛様を作

り、公園とみぶハイウェーパークに飾ってお互いの施設を紹介しながら、かんぴょうが壬生町の

特産品であることも紹介した。 

  今後改善・工夫したい事項 
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・施設の老朽化が進み修繕箇所が増えてきており、安全管理を考慮した上で予算の効率的な執行に

努めていきたい。 

・県内外の誘客を行い地域の活性化を図るために、近隣地施設や北関東自動車道周辺施設との連携、

広報活動を積極的に実施したい。 

・常に魅力ある公園であるために、公園利用者ニーズの把握や管理運営に関する情報収集に努めた

い。 

・老木化、高木化による事故防止のため、樹木の適正な管理に努めるほか、倒木や枯損木の伐採が   

増えていくため、計画的に新たな苗木を植栽し、育成する必要がある。 

 

７ 所管課による評価 

項目 評価の内容 確認内容・所見等 評価 

１．住民の平

等利用の確

保 

 

 

 

①住民の平等利用が確保されたか 

 

適切に実施されている。 

Ｃ 

②使用許可に関する権限が適正に行使

されたか 

所定の手続きに則り、適切な許可が行

われている。 Ｃ 

③高齢者、障害者等に対する配慮はな

されたか。 

高齢者や身体障害者に対し配慮する

など事業計画書どおりされている。ま

た、園内売店においては、障害者就労

施設で製造される商品を仕入れ販売

している。 

Ｃ 

 

２．施設の効

用の最大限

発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の設置目的に沿った業務実施が

なされたか 

事業計画に基づき、施設の設置目的に

沿った業務が実施されている。 Ｃ 

②施設の利用促進、県民サービスの向

上が図られたか 

コロナ禍により利用を制限された状

況ではあったが、新たなヤギを２頭迎

え入れたことに伴い、県民サービスや

リピーターの確保に努めた。また、そ

のヤギの愛称募集を行い、愛称発表会

をすることで、公園のＰＲにも努め

た。 

Ｂ 

③利用者満足度を把握し、満足度の向

上が図られたか 

利用者の満足度は昨年並みだった。 

Ｃ 

④利用者からの意見、苦情に対して適

切な対応がなされたか 

要望・苦情に対して、適切かつ迅速に

取組み対応している。 Ｃ 

⑤施設、設備、備品の維持管理や安全

管理は適切になされたか 

日常・定期点検を実施し、その記録が

保管されているとともに、管理打合せ

簿にて修繕の提案・修繕実施報告さ

れ、その修繕履歴が適切に保管されて

いる。また、備品の管理は適切に実施

されている。 

Ｃ 

⑥指定管理者の創意工夫により業務改

善等がなされたか 

構成員の専門性を生かし、こどもの城

内のヤシの木伐採や用水路の修繕を

直営で行うことにより経費削減が図

られた。 

Ｃ 

 

３．管理を安

①組織体制は適正か 当該業務を概ね適切に遂行できる組

織となっている。 Ｃ 
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定的に行う

物的人的基

礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②収支は適正でバランスがとれたもの

か 

概ね適正である。 

Ｃ 

③経費の縮減に取り組んできているか 事業計画書どおり多目的、多用途に従

事するスタッフを配置し人件費を削

減するとともに、保険契約等は一括契

約を行い経費削減に取り組んでいる。 

Ｃ 

④人材育成は適切に実施されているか 公園管理に必要な資格の取得や技術

と能力を向上するため、事業計画書に

基づいた研修を実施した。 

Ｃ 

⑤危機管理体制（事故、緊急時の対応）

は確保されているか 

緊急時連絡体制により、関係部署との

連絡体制は確保できている。また、事

故・異常気象時の対応も適切に対応・

報告がなされていた。 

Ｃ 

⑥県や関係機関との連携ができている

か 

県や関係機関と連携し、管理運営を行

っている。 Ｃ 

 

４．個人情報

保護 

①個人情報の保護についての措置が計

画どおり実施されているか 

個人情報の保護に関する要領を定め、

適切に保護している。 Ｃ 

②情報公開は適切になされているか 情報公開事務処理要領を定め、適切に

運用している。 Ｃ 

 

５．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の特性にふさわしい自己評価が

なされているか 

適切な自己評価が行われた。 

Ｃ 

②自主事業が計画どおりに実施されて

いるか 

コロナ禍により中止になったものも

あるが、可能なものは感染症対策を行

った上で適切に実施した。 

Ｃ 

③イベント等を実施している場合は、

地域との連携が図られているか 

みぶハイウェーパークと連携し、トマ

トのマルシェや地元かんぴょうを用

いた雛壇飾りを開催し、相互利用を図

ったほか、かかしまつり、グリーンフ

ェスタなどでは、地元の幼稚園、保育

園、小学校、中学校などと連携を行っ

た。 

Ｂ 

④環境への配慮（騒音・公害対策、ごみ

削減等）がなされているか 

公園利用者にはごみの持ち帰りをお

願いするほか、枯枝や支障枝剪定後、

自前でチップ化し植栽エリア等にま

くなどごみの縮減に努めた。 

Ｃ 

⑤その他管理運営上の特記事項（コロ

ナ対策がなされているか等） 

新型コロナウイルス感染症対策を徹

底的に取り組み、ふしぎの船来場者

100 万人達成時には、新型コロナウイ

ルス感染症対策を行いながら、記念品

を贈呈し、マスコミ各社に情報提供を

し広報に努めた。 

Ｃ 

総合的な評価 

全般的におおむね良好な管理運営状況である。今年度もコロナ禍で苦しい状況であったが、その

ような中でも公園利用者が前年度比約 23％増加している。その要因として、ふしぎの船来場者 100

万人達成時のイベントや新たなヤギを２頭迎え入れた際の愛称募集・発表会など公園利用者を巻き
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込んだ形のイベントを様々企画していることが考えられる。 

また、みぶハイウェーパークや地元幼稚園などとの連携にも努めており、地域に根ざした管理が

出来ていることもとても評価できる。今後とも様々な企画を充実させることにより、公園利用者数

の増加につなげていってほしい。 

  ※「評価」欄には、以下の指標により判定した結果を記載すること。 

     Ａ：事業計画に対して極めて優れた取組となっている。 

     Ｂ：事業計画に対して優れた取組となっている。 

     Ｃ：事業計画どおりの取組となっている。 

     Ｄ：事業計画に対して劣る取組となっている。 

     Ｅ：事業計画に対して極めて劣る取組となっている。 


